
 

  
    
 
   

 

 

 

小さな感動を大切にして 

                                                校 長  中 村 都 士 治 

ようやく夏休みが終わりました。昨年よりもコロナ禍が拡大し、１年前に期待し願っていた夏休みとは、ほ

ど遠い状況でした。昨年に比べると約３週間も長い４２日間の夏休みでしたが、学校での水泳指導や学習教室

は実施できず、６年生の日光高原学園や代表児童の与論島訪問なども延期となりました。また、ラジオ体操や

夏祭りなどの地域での行事も見送られた状況は昨年と同様でした。さらに、昨年のように猛暑日の連続にはな

りませんでしたものの、真夏日や熱帯夜の日が多かったり、台風の影響を受けたりしました。外に出ることが

減り、いつもの夏休みより長く感じた人も多かったのではないでしょうか。 

このような夏休みを過ごす中で、開催について様々な意見や問題はありましたが、７月２３日から始まった

（サッカーやソフトボールは２１日からでした）東京２０２０オリンピック競技大会は、テレビの画面に引き

つける時間を長くしたのではないでしょうか。８月８日まで１７日の間で３３競技に２０５か国、１１０９２

名の選手が参加したそうです。日本や関係ある国の選手を応援しながら一喜一憂するだけではなく、どの競技

も選手一人一人が真剣に目標に立ち向かう姿に胸を打たれた人も多かったと思います。また、８月２４日から

は東京２０２０パラリンピック競技大会が始まり、２２の競技に１６３か国、４４０３人の選手が参加してい

るそうです。様々な不自由さを乗り越えながら、オリンピック選手と同様、選手一人一人が自分の全ての力を

発揮することに一所懸命な姿は感心とともに感動を覚えます。 

書家で詩人の相田みつをさんの言葉に「感動とは 感じて 動く と書くんだなあ」というものがあります。

相田さんは、感情で動く「感動」のように、理屈で動くという意味の「理動」という言葉があるのだろうかと

調べてみましたが、どんな辞書にも見つかりませんでした。そこで、人間は理屈では動かないから「理動」と

いう言葉もないのだと確信したそうです。 

ところが先日、「理動」や「知動」という言葉を用いている文章を見る機会がありました。「感動」という

言葉が感情に基づいて行動することに対して、「理動」とは理屈に基づいて行動すること、「知動」とは知識

に基づいて行動することのようです。私もいくつか辞書を調べてみましたが、「理動」や「知動」という言葉

は見つけられませんでした。辞書では、感動とは深い感銘を受けて強く心を動かされること。人の心を動かし

て、ある感情を催させることなどとあります。感動することによって、人への関心を高めたり、心から会いた

いと思ったりします。また、物事を始める切っ掛けになることもあります。 

相田さんは著書の中で、人間をいのちの根底から動かすものは、むずかしい理論や理屈や他からの命令では

ありません。学歴や肩書き、知識の量でもありません。お金のあるなしでもありません。人間としての自分自

身の深い感動です。感動は他から強制されるものでも、命令されるものでもなく、あくまで自分自身のいのち

そのものから出てくるものです。ですから感動には、うそがありません。感動は人間が人間として生きている

証しですというようなことを述べています。 

今日から学校が始まりました。人生を左右したり、考え方を大きく変えたりするような大きな感動と出会う

ことは難しいと思いますが、小さくても毎日何かに感動し、生きて

いくことの喜びや素晴らしさを感じ取れる学校でありたいと思い

ます。 

新型コロナウィルス感染拡大の終息は未だに見えない現状です

が、その中でも子供たちが感動と出会える場を大切にするととも

に、感動体験したことを少しでも実践に結び付けていきます。 

ご家庭・地域の皆様の支えが重要となる時期になります。今後

とも皆様のご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。  

            ☆誠を尽くす子  ○学び合う子 ○やさしい子 ○元気な子 
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北区立東十条小学校           

校 長 中村 都士治 そてつ 



日 曜
校庭
開放

９月の行事　等

1 水

4時間授業
生活振り返り週間始
東小防災週間始
避難訓練

2 木
3 金

4 土
土曜授業⑤(全学年3時間授業)
生活振り返り週間終
東小防災週間終

5 日 ○

6 月 委員会⑤

7 火
発育測定(1年)
学力調査(5年)
夏休み作品展①

8 水
水曜時程(5時間)
発育測定(2年)
学力調査(6年)

9 木

発育測定(年)
脊柱側わん検診(5年・対象者)
学力調査(4年)
夏休み作品展②

10 金
生活科見学(1年)
夏休み作品展③

11 土
12 日 ○

13 月
クラブ⑤
発育測定(4年)
宇宙プロジェクト

14 火
移動教室代替活動(4年)
夏休み作品展④

15 水
4時間授業
発育測定(6年)

16 木
発育測定(5年)
夏休み作品展⑤

17 金
児童集会
夏休み作品展⑥

18 土
19 日 ○

20 月 ○
敬老の日
与論盟約記念日

21 火

22 水 水曜時程(5時間)

23 木 ○ 秋分の日

24 金 音楽朝会

25 土
26 日 ○

27 月
校内研②
4時間授業(4-2以外)

28 火 写生会

29 水
4時間授業
水道キャラバン(4年)

30 木
生活科見学(2年)
５年岩井自然体験教室説明会(予定)

9月　行事予定

※７日(火)からの夏休み作品展につきましては別紙にてご確認く
ださい。

 

 

３年生の様子 
 担任 小形 依里子 

 ４月に進級し、中学年の仲間入りをした子供たちです。 

クラス替えがあり、初めは緊張もありましたが、あっとい

う間に仲良くなりました。けんかになってしまうこともまだ

ありますが、次の休み時間には仲良く遊ぶ姿が見られます。

友達との関わり方をしっかり学んでいるようです。 

学習では、様々なことにチャレンジしました。 

まず、理科や社会、総合の学習などの、新しい教科です。 

「今日は何をするの。」と楽しみにしている子供がたくさん

います。理科では初めての実験を経験しました。社会や総合

では、学習用パソコンを使って学習しました。パソコンの操

作にも大分慣れてきたので、これから授業で様々な使い 

方を工夫していきます。 

 次に、新聞作りです。細かいマスの 

新聞専用の用紙に書きました。記事の 

文だけでなく、見出しや社説も工夫し 

て書くなど、レベルの上がった新聞に 

仕上がりました。 

今後も、何にでもチャレンジ！成長 

が楽しみです。 

 

今月の生活目標 「きまりよい生活をしよう」 

生活指導主任 中里 奈穂 

 学校に子供たちの元気な声が戻ってきました。これからの学

校生活でも、引き続き新型コロナウィルス感染症の拡大防止に

努めてまいります。体調管理等、ご協力をお願いいたします。 

今月の生活目標は、「きまりよい生活をしよう」です。各学

級で話し合って「学級しぐさ」を作成しました。それぞれの学

級しぐさを意識して過ごすなかで、夏休みのリズムから学校生

活のリズムへと整えていきたいと思います。 

９月１日からは、東小防災週間が始まります。「防災ノート」

を使って災害について学習いたします。ご家庭での記入欄があ

りますので、ご協力をお願いいたしします。 

読書月間について 

図書主任 阿部 恵子 

 「読書の秋」が近づいています。 

 本校では、年間２回の読書月間を設けております。今年度の

読書月間は、１回目が８月、２回目は１２月で、２回とも季節

的には秋ではないのですが、ゆっくり読書に取り組める期間と

いうことで、設定しました。 

 子供たちは、８月・１２月ともに、読書カードに読んだ本を

記録し、目標達成をめざします。目標は１・２年生が２０冊、

３年生以上は累計５００ページです。中には１００冊以上、１

０００ページ以上読む児童もいます。目標を達成したら、８月

はひまわりのカード、１２月はイチョウのカードを学年の模造

紙に貼ります。 

 １２月の月間では、図書委員、図書指導員、教員によるイベ

ントを計画中です。 

 これらの機会をとらえ、子供たちが年間を 

通じて読書習慣をつけ、様々な考えや思いに 

触れ、心を豊かに育てていくことを願ってお 

ります。 

 

 

 

子供新聞回収ご協力のお願い 
 本校の特色ある学習として取り組んでいる新聞学習においてさらなる充実を図るため、昨年度よりご家庭
で使用済みの子供新聞を回収し、活用させていただいております。ご協力いただき、ありが 

とうございました。今年度も引き続き回収させていただいております。 

ご協力いただけるご家庭は、黄色玄関に回収ボックスを設置してありますので、ご持参くだ 

さい。お子様に持たせていただいても構いません。よろしくお願い致します。 


